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浄水場における放射性セシウム(134Cs、137Cs)の挙動例 
国立保健医療科学院（投稿中データ） 

水道水源に到達する放射性セシウムの多くは、濁質成分（土壌等）に 
付着して流出するため、厳格な濁度管理の徹底により制御し得る。 

業務用等の放射性物質の除去技術として、ゼオライトやイオン交換、ナノろ過膜、逆浸透膜があるが、いずれも費用や設
備、効率の観点（特に、ナノろ過及び逆浸透膜の場合は電力が多く消費される）から、通常の浄水処理には適用しにくい。 
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Bq/L：1リットル当たりのベクレル 

国立保健医療科学院（小坂ら、水道協会雑誌、2014） 

(Cs-134、Cs-137)の挙動例 
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